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プロダクト＆サービス

業務のデジタル化を加速
「グルージェントシリーズ」

驚異的な効率化を実現
「12分の1への工数削減」

「誰でも使えて社内展開も楽々」

象印マホービン 様の業務効率化を実現
家庭用品メーカー大手の象印マホー ビン様において、サイオステクノロジーが提供する 
「グルージェントシリーズ」が大きな 成果を上げています。

象印マホービン様では従来、メールシステムが2つに分
かれており、紙による申請業務が中心でした。この課題
を改善するため、2018年にGoogle Workspaceの導
入と合わせて、グルージェントフロー等のグルージェン
トシリーズを採用されました。

最も注目すべき成果は営業関連業務の劇的な効率化です。
「旧システムでは承認経路の変更に約6時間かかっていた
が、グルージェントフローでは30分未満で対応可能になっ
た」とのことで、12分の1への工数削減を実現しています。
このように、私たちは単なるソフトウェア提供にとどまらず、
お客様の真の業務改革パートナーとして価値創造に貢献し
てまいります。

「プログラミングの知識が不要で誰で
も簡単に業務フローが作成できるた
め、派遣社員も短時間の説明で操作
を習得でき、苦労することなくスムー
ズに社内展開が進みました。」（象印マ
ホービンご担当者様）

象印マホービン株式会社
設 立： 1918年（大正7年）5月10日
資 本 金： 40億2,295万円（2024年11月20日現在）
所 在 地： 〒530-8511 大阪市北区天満一丁目20番5号
業 種： 調理家電製品、生活家電製品、リビング製品などの

製造・販売およびこれに附帯する事業
従業員数： 1,322名（2024年11月20日現在）
U R L： https://www.zojirushi.co.jp/

事例紹介

1

現在では、基幹系システムとのデータ自動連携のため、「グルージェントフロー」APIも採用いただいています。

Company Informationお客様の声
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コンサルティング＆インテグレーション

OSSよろず相談室とは、OSSの専門家がお客様の課 題に対して、課題解決のお手伝いをするサービスです。

設 立： 1937年（昭和12年）8月28日
資 本 金： 6,354億円（2025年3月末現在）
所 在 地： 〒471-8571 愛知県豊田市トヨタ町1番地
業 種： 自動車の生産・販売
従業員数： 71,515名（連結 383,853名）

（2025年3月末現在）
U R L： https://global.toyota/jp/

※OSS（オープンソースソフトウェア）：設計図にあたるソースコードを無償で公開し、 使用・改良・再配布ができるソフトウェア

150種類のOSSに対応 台数契約ではなくエンジ
ニアの調査時間で契約

選べるメニューと
カスタマイズ

エンジニア1名を雇用する
よりも高い費用対効果

150

トヨタ自動車様の 安定生産を10年以上支援
サイオステクノロジーの「OSS※よろ ず相談室」は、2011年からトヨタ自動車様の生産システ
ムを支える重要なサポートサービス として活用されています。

事例紹介

2

Company Information

トヨタ自動車株式会社

難しい問題にも対応する技術サポート 
「OSSよろず相談室」

お客様と一緒に取り組む 
「強いパートナーシップ」

トヨタ自動車様では、工場の生産システムにおいて従来
のソフトウェアのバージョンアップが安定した生産の妨
げとなっていました。そこで、自らコントロールできる
OSSを基盤として採用されましたが、専門知識が必要
となるため、「OSSよろず相談室」を導入なさいました。

10年以上にわたる継続的なサポートにより、トヨタ自動車
様の安定した生産をワンチームとして支えています。現場
に影響が及ぶ前にシステムトラブルを解決し、今後も工場
内の様々な領域で一貫してサポートしてまいります。

「他社にない徹底したサポート」
「他社のサポートサービスでは、『最新
バージョンに上げてください』で済ま
されてしまいます。サイオスさんは、
我々の事情を理解した上で、問題の箇
所をしっかり突き詰めていただいてい
ます。」（トヨタ自動車ご担当者様）

お客様の声
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セグメントの説明と2025上半期業績

「世界中の人々のために、
　　　　　　　 不可能を可能に。」
3つの事業領域でさらなる企業成長及び
企業価値向上を目指します。

自社開発ソフトウェア製品及びSaaS※製品の開発・販
売・サポート等の提供を行っています。

情報システムのコンサルティング、システムインテグ
レーションサービス等の提供を行っています。

国内外の先端ソフトウェアの販売・技術支援等の提供
を行っています。

プロダクト＆サービス

コンサルティング＆インテグレーション

ソフトウェアセールス＆ソリューション

売上高
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

1,526

1,755

セグメント利益
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

178

213

売上高
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

7,227

4,959

セグメント利益
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

74

98

売上高
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

3,056
2,777

セグメント利益
（単位：百万円）

2025年12月期
上半期

2026年12月期
上半期

184

259

1

2

3SEGMENT

SEGMENT

SEGMENT

※SaaS：Software as a Serviceの略。ソフトウェアをクラウドサービスとして提供 すること
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2025年12月期 上半期業績ハイライト

決算のポイント

2025年12月期 通期業績予想の修正

修正の理由

1 2025年12月期上半期は、前年同期比で営
業利益が増益となる等、堅調に推移

堅調なIT投資需要を捉えたことと、販売費及び一般
管理費の削減により、増益となり前回予想を上回り
ました。

経済情勢の不透明感から保守的に当初予想を据え
置き、当初予想に対して上半期増益分を反映した
通期業績予想とし、確実な達成を目指してまいり
ます。

2 構造改革が一巡し、自社製品への生成AI活
用に伴う付加価値向上や利益率を重視した
活動の結果、売上高は減少したものの、利
益面が改善し、上半期累計最終利益は前年
同期比＋407%

3 SaaS製品も堅調に推移し、グルージェント
シリーズであるグルージェントフロー・グ
ルージェントゲートの合計ARR※は前年同
期比+15%伸長

（百万円）

当初予想
（2025年
2月公表）

2025年
12月期
業績予想

（今回修正）
増減額

売上高 19,000 19,000 -

営業利益 70 220 ＋150

経常利益（うち、デリ
バティブ評価損益等）

160 
（ー） 290 ＋130

親会社株主に
帰属する当期純利益 100 200 ＋100

EBITDA 122 272 ＋150

ROIC 2.8% 8.9% -

1株当たり配当金 - -※ EBITDA：営業利益＋減価償却費＋のれん償却額
※ ROIC：税引後営業利益÷（株主資本＋有利子負債）

※ ARR（Annual Recurring Revenue）：サブスクリプション型ビジネスモデルにおい て毎年得られる定期的な収益を示す指標

上半期

下半期

（百万円）

2024年
12月期
上半期

2025年
12月期
上半期

前年同期比
増減率

売上高 11,804 9,486 △19.6%

売上総利益 2,667 2,581 △3.2%

営業利益 △18 179 -

経常利益 57 221 288.2%

親会社株主に帰属
する中間純利益 23 119 407.0%

EBITDA 6 194 2,748.2%

ROIC △1.9% 14.3% -
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中期経営計画 株式状況／株主メモ

セグメント毎に策定した成長戦略を推進し、
利益成長と資本収益性の向上を図る

2025年12月期
（予想）

2026年12月期
（計画）

2027年12月期
（計画）

19,000 20,500 22,500

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年3月
基 準 日 毎年12月31日　

その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店及び全
国支店で行っております。
■ 住所変更等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座を開設され
ました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住
友信託銀行株式会社にお申出ください。

公 告 の 方 法　　　　電子公告とします。ただし、事故その他のやむを得
ない事由によって公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載します。

上 場 取 引 所 東京証券取引所スタンダード市場
コ ー ド 番 号 3744

株式の状況（2025年6月30日現在）

発行可能株式総数 15,000,000株  

発 行 済 株 式 総 数 8,874,400株※

株 主 数 5,625名
※自己株式3,338株を含む

大株主の状況（2025年6月30日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
㈱大塚商会 1,593,300 17.96
パーソルテンプスタッフ㈱ 1,500,000 16.91
喜多エンタープライズ㈱ 920,000 10.37
喜多　伸夫 215,900 2.43
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 202,500 2.28

所有者別株式分布状況（2025年6月30日現在）

■ 証券会社 3.45%
■ その他国内法人 47.79%
■ 外国法人等 4.97%
■ 個人・その他 41.41%
■ 自己名義株式 0.04%
■ 金融機関 2.34%

売上高（単位：百万円）

2025年12月期
（予想）

2026年12月期
（計画）

2027年12月期
（計画）

220
150

310

営業利益（単位：百万円）

2025年12月期
（予想）

2026年12月期
（計画）

2027年12月期
（計画）

272
202

362

EBITDA（単位：百万円）

2025年12月期
（予想）

2026年12月期
（計画）

2027年12月期
（計画）

8.9% 5.8%
10.9%

ROIC

※ 2025年12月期（予想）：2025年８月７日公表時業績予想修正
　  2026年、2027年12月期（計画）：2025年２月14日公表時2024年12月期決
算説明資料
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株主の皆さまの声をお聞かせください

当社では、株主の皆さまへの情報開示の充実に努め、当
社の経営をより一層ご理解いただけるIR活動を行って
いきたいと考えておりますため、お手数ではございます
が、アンケートへのご協力をお願いいたします。

パソコンから

アンケート実施期間

スマートフォン・携帯電話から

下記URLからアクセスいただけます。
https://forms.gle/Zso7oY3d1A3Fzn61A

右の二次元コードからアンケート画面へ
アクセスいただけます。
※携帯電話の機種により、使用できない場合もあります。

アクセス方法

所要時間は
5分程度です。

2025年11月30日（日）まで

サイオス株式会社
〒106-0047 
東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル
TEL:03-6401-5111（代表）  
FAX:03-6401-5112


